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第４回学校関係者評価委員会議事録 

 

 

日 時 ： 令和５年６月２３日（金） １５時３０分～１６時３５分 

場 所 ： 愛知工業大学情報電子専門学校 １階会議室 

  出席者 ： 委員長  川合 晃司（地元関係者：豊田市役所） 

         副委員長 中山 智明（高等学校関係者：愛知工業大学名電高等学校） 

        委 員  玉村 宏 （地元企業関係者：鬼頭工業株式会社） 

        専門学校 飯吉 僚 校長、村瀬 正敬 特任教授、林 敬二郎 事務長、中野 正博 課長補佐 

  欠席者 ： 委 員  日比野 聡（卒業生：同窓会） 

 

１．はじめに 

   冒頭、飯吉校長による挨拶があり、少子化による入学者の減少、大学への進学率向上等の影響により、

理事会で令和５年度の入学者を最後に募集を停止することが決定したことについてもあらためて説明が

あった。 

   昨年度は、第３回目にして初めての対面での開催となり、学校関係者評価委員会に関する設置の経緯、

規程の説明、出席者自己紹介、本校施設案内が行われたが、今回は割愛され、初参加となる林のみが自己

紹介を行った。 

 

２．開会 

   川合委員長が議長となり、第４回学校関係者評価委員会の議題についての進行が行われた。 

   （学校関係者評価委員会規程第 7条に規定する委員の過半数の出席があるため、委員会は成立。） 

 

３．自己点検評価（2022年度）の報告、説明、質疑応答 

   議長より 2022 年度の自己点検評価について、報告を求められ、専門学校村瀬特任教授が自己点検評価

報告書に基づき、報告、説明を行った。 

この報告、説明に対し、委員から特に質問・意見はなかった。 

事務局林から、評価項目８-１について補足があり、経常費配布予算額の執行額が前年度と比較し、約

450 万円減額し、消化率が約 10％下がっているのは、募集停止に伴う広報誌への掲載停止によるもので、

その他については例年並みに予算執行されていると説明があった。 

 

４．委員による評価 

   議長を含む全委員で各評価項目ごとに自己点検評価に対する議論が行われ、以下のとおり評価された。 

 ・項目１（教育理念・目的・人材育成像）、項目２（学校運営） 

  ＜評価結果＞ 教育理念・目的・人材育成像は明文化され、周知もされており、事業計画に沿った運営が

なされていると評価する。また、学務システムを更新し、業務の効率化が図られていると

評価する。 

 ・項目３（教育活動）、項目４（学修成果） 

＜評価結果＞ 学科再編後のカリキュラムは適切に進められ、高い就職率につながっている。資格取得に

対する指導も適切に行われていると評価する。 

 ・項目５（学生支援）、項目６（教育環境） 

＜議論＞ 玉村委員：就職指導について、「10月に就職の手引きを配布」とあるが、昨今は就職活動が大 

変早まっている。企業では優秀な人材を確保するために、３月から採用試験となっているが、実 

際には３月に内内定を出している実態があることを考えると、時期的にどうなのか、実態に合わ 
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せた就活ができているのか。企業は優秀な者ほど就職活動も早い印象を持っている。弊社では、 

すでに高卒以外の採用については充足したため、採用活動を終了しているのが実態である。 

飯吉：大学生であれば３年生までは勉学に集中し、３年生後期になってから就職活動に入るの 

が普通かもしれないが、本校は２年制の専門学校であり、大学のパターンに置き換えると、入学 

してすぐに就職活動ということになってしまう。まずは授業を優先させ、ある程度資格取得もで 

きてから就活するのが望ましいように思う。就活優先では授業についてこれなくなり、卒業でき 

なくなる学生もでてくるのではと心配する。 

 玉村委員：あくまでも情報提供であり、そのような事情もあることを踏まえていただけたらと 

思う。 

 川合委員長：そんな中でも貴校は 98.6％という高い就職率を上げることができたのはなぜか。 

 村瀬：幸いに多くの求人をいただいており、売り手市場であることも大きい。 

 飯吉：教員の後押しも大きい。あまり意欲のない学生に対しても、熱心に指導したことが、こ 

の数字につながったと思う。 

  ＜評価結果＞ 就職活動に対するスケジュールについて、ルールを踏まえた上で、職業観や就職に対する 

指導をできるだけ早めていただくことをお願いする。 

         大学編入についても、学生の希望に応じた指導をされることを期待する。 

          教育環境は十分整備され、防災に対しても適切に対応されていると評価します。 

 ・項目７（学生の受け入れ募集）、 

＜評価結果＞ 募集停止の影響も出たのではないかと思われるが、入学した学生に対しては最後まで一生

懸命に対応することを期待する。 

 ・項目８（財務）、項目９（法令等の遵守）、項目１０（社会貢献・地域貢献）、項目１１（新型コロナウイ

ルス（COVID-19）感染症への対応） 

＜評価結果＞ 財務に関して、予算管理は、パソコンの更新等、適切に対応されている。 

法令に対しても適切に対応していると評価する。 

地域貢献については、とよたイノベーションセンターと連携し、製造技術者育成プログラ

ム講習を昨年から継続して開講したことを評価する。 

新型コロナウイルス感染症対応について、感染防止に向けた対策が適切に行われていると

評価する。 

 ・項目１２（募集停止） 

  ＜評価結果＞ 募集停止に関しては、少子化や、大学進学率向上などの諸事情により判断されたことであ 

り、残念ではありますが、やむを得なかったと思われる。 

 

５．その他 

   事務局から、委員選任について、任期（２年）が今年度で終了するため、次年度の全員再任の依頼承諾

確認を行い、了承された。 

 

６．総評・閉会 

   議長より、本日の委員会の議題に対する意見・評価をいただいことへのお礼が述べられ、専門学校への

激励をいただいた後、第４回学校関係者評価委員会の閉会が宣言された。 

以上 


